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施設の未来を考える



　市民センターの隣にある崇善公民館（見附町30-2）は、外を覆う白い木板や瓦屋根などが特徴です。昭和25年に完成し、市議会議事堂として利用された後、40年からは公民館となりました。

　人口の増加や市民ニーズの高まりに応えるため造られてきた公共施設は今後、維持管理費に加え、多くの費用が掛かる「更新問題」に直面します。公共施設を適切に維持管理していくため、11月に市公共施設等総合管理計画を作りました。詳しくは特集ページへ。




迫りくるタイムリミット



　市内には、学校や公園、市営住宅など、大小さまざまな公共施設があります。公共施設には建設費用のほか、多額の維持管理費が毎年掛かっています。人口減少が避けられない今、将来世代のために、やるべきことがあります。

問：資産経営課　電話：0463-21-8763
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10年で4パーセントを削減


　「市内の公共施設の多くは、高度経済成長期に整備され、ほぼ同じタイミングで更新時期を迎えます」と市資産経営課の高橋孝祥（たかよし）課長は説明します。「更新には多くの費用が掛かり、今ある公共施設を全て維持管理・更新していくには、限界があります」と続けます。

　一般的に、公共施設の建設ラッシュは三つあり、①高度経済成長期②景気対策が採られたバブル崩壊後③市町村合併が続いた平成の大合併期-です。平塚市では①高度経済成長期をピークに、長い間にわたって公共施設が造られており、更新問題が長引きます。

　市が保有する公共施設は平成26年4月1日現在、412施設です（次表）。総延べ床面積は約72万平方メートルに上り、総合公園の敷地面積30万3000平方メートルの約2・38倍に相当します。市は、公共施設の見直しを進めるため、市公共施設等総合管理計画（素案）を策定し、8月にパブリックコメントを実施しました。「施設の質的向上」「新たな施設建設の抑制」「床面積の総量縮減」を三つの原則として取り組んでいきます（次見出し「付加価値の高い施設を目指して」参照）。

　同計画では、今の公共施設を全て維持した場合、更新などに掛かる費用を試算しました。その結果、今後40年間で約2225億円、1年当たり約56億円が必要になることが分かりました。現在、公共施設に関連する投資的経費は、過去5年間の平均で年間およそ54億円。全ての公共施設を適切に維持するために必要な約56億円に比べ、4パーセント約2億円が不足しています。

　「限られた費用で今ある施設を有効に活用するため、総床面積の4パーセントに当たる2万8800平方メートルを、今後10年間で削減していきます」と高橋課長は説明します。この面積は、1期工事が終わった市役所本館の延べ床面積2万4558平方メートルの1・2倍に相当します。
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公共施設が抱える問題を語る高橋課長
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未来に負担を残さない


　「公共施設の複合化や統廃合を検討し、長期的な視点に立った老朽化対策なども進めていきます」と高橋課長。人口の減少や高齢化社会に向けて、公共施設の有効活用を目指していきます。

　市が保有する公共施設の状況を、県内の特例市4団体と比べたのが見出し「平均を上回る公共施設」内の表です。各市が保有する公共施設の延べ床面積と、人口1人当たりに換算した面積を見ると、平塚市は延べ床面積が最も広く、人口1人当たりの面積も2番目に広くなっています。

　人口は、平成22年11月の26万863人をピークに、緩やかに減っています。将来推計では、42年に25万人を割り込み、52年には、およそ22万6000人にまで減ると推計しています。一方で、65歳以上の高齢者は増え続け、人口の21パーセント以上を占める超高齢社会を本格的に迎えます。52年には8万1000人、全人口の約36パーセントになります。

　また、今後の財政見通しを見ると、歳入では法人市民税の一部国税化や、法人実効税率の引き下げなどにより、市税の大幅な増加は難しい状況です。歳出では、少子高齢化の急激な進展などで、扶助費が増加を続けていきます。また公共施設の建設など、大型事業にかかる市債の元金償還が本格的に始まります。限りある財源を有効に活用し、公共施設を適切な規模にしていかなければなりません。

　市では8月、無作為に抽出した市内在住の2500人にアンケートを実施しました。そのうち回答のあった、1484件の集計結果は次のようになりました。

　今後の公共施設への取り組みに対し、①施設の規模縮小・廃止②近隣市町との共同建設・運営③民間の活用を問う3項目で、「積極的に実施すべき」「どちらかといえば実施すべき」の回答が、いずれも70パーセントを超えました。

　複合化や統廃合の対象となる公共施設は、費用や利用状況などを基に、今後検討していきます。それぞれの公共施設の時間帯別の利用率や利用者の年齢などを考慮し、無駄のない運営や世代間の交流などに配慮します。

　「公共施設の機能を高め、子どもや孫の世代に負担を残さないため、目標に向かって着実に進めていきます」と高橋課長は力を込めます。




付加価値の高い施設を目指して


　次の三つの原則に従って、有効活用されていない施設や建設時の目的が達成された施設は、転用や貸し付け、廃止などを検討していきます。

施設の質的向上　今後は、一つの場所で多くのサービスが提供できる体制を目指します。既存施設の更新や大規模改修では、環境に対する性能を高め、バリアフリーなどに取り組みます。

新たな施設建設の抑制　新たな機能を持った施設は、原則として建設しません。既存施設の長寿命化を図り、更新時期の平準化を図ります。既存施設の更新では、ほかの既存施設との複合化などを検討します。

床面積の総量縮減　床面積を指標として、延べ床面積を縮減させます。新たな施設を整備する際は、既存施設を廃止・縮小させ、これまで提供されていたサービスの維持・補完を検討します。




平均を上回る公共施設


県内の特例市と比べました。平成24年度統計書などを基に作成しています。
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　「同じ税収で、サービスを向上させるには、『公共施設の再配置』が必要です」と話すのは、秦野市公共施設再配置推進課の志村高史課長。公共施設の適切な配置や、効率的な管理運営を実現することを『公共施設の再配置』とし、市有地にコンビニエンスストアを誘致するなど、先進的に取り組んでいます。

　秦野市では、平成20年4月に公共施設再配置計画担当を設置。それぞれの担当課が縦割りで管理していた公共施設を、同担当が横断的・総合的に調整してきました。

　志村課長がまず取り掛かったのが、公共施設の情報をまとめた公共施設白書の作成でした。「将来の公共施設のあり方を市民に説明するのに、各課がバラバラに把握している資料では、説得力がありません。所在地や棟数・利用者数・費用などの情報をまとめて、現状を明らかにし、課題を抽出しました」。





40年で31パーセントを削減

　「31パーセント削減の数字が出てきた時は、そんなにも減らさなくてはいけないのかと思いました」と振り返る志村課長。平成22年10月に公共施設の再配置に関する方針を作成し、40年間で31パーセントの公共施設を削減する目標を公表しました。

　秦野市は次々と公共施設の問題に取り組んでいます。平成24年4月に、保育園跡地を活用して障がい者福祉施設を民営化。10月には保健福祉センターに郵便局を誘致しました。さらに、老朽化などで生涯学習施設や児童館を廃止していきました。

　秦野市の取り組みを学ぶため、全国から視察や外部講師の依頼が志村課長のもとに届きます。平成23年度以降に急増し、累計450件を超えました。

　平成24年度に実施した市民アンケートの結果を見ると、公共施設の更新問題や秦野市の取り組みに対する認知度は高まっています。しかし、実際に廃止案を地元に説明すると、必ず反対意見が多数を占めます。「反対意見は必ず出てきます。一つ一つ時間を掛けて説明をし、理解をしてもらうしかありません」と志村課長は断言します。







推進力は提案力

　生涯学習施設の廃止の協議では、月1回のペースで16回の会合を市民と開きました。「廃止はとんでもない、税金で維持するのが当然だ」との意見が多い中、粘り強く会合を重ね、8～9回目の会合で了承を得て、平成27年3月に廃止することができました。

　同施設を廃止にする一方で、新しい活用方法も提案しています。志村課長は社会福祉法人による高齢者向け施設の誘致を、自治会に投げ掛けました。同施設があった土地は、自治会が所有していたのです。社会福祉法人に土地を貸し、社会福祉法人が建てた施設に自治会のスペースを設け、土地代と家賃を相殺する提案。行政の費用負担はありませんでした。

　「今まで公共施設が担っていた機能をどのように維持するか。新しい活用方法の提案に、どれだけ知恵を絞れるかが、成功の鍵を握ります」と志村課長は強調します。
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市役所の駐車場にコンビニを誘致した志村課長。コンビニのすぐ後ろには、秦野市役所西庁舎があります
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　ここに折り目をつけて、内側へ折り返して―。

　なぎさふれあいセンター（袖ケ浜20-1）にある花水地区町内福祉村に集まった女性が、折り紙を楽しんでいます。

　「なぎさふれあいセンターは、さまざまな人が交流できる場所です」と話すのは、同福祉村で副会長を務めている大木博子さん。

　平成7年度に完成した同センターは、一つの公共施設の中に、さまざまな機能が集まった複合施設です。同福祉村のほか、南図書館や南部福祉会館、体育館・温水プール、デイサービスセンターなどがあります。

　館内の清掃は、清掃業者が全フロア担当しています。また管理人もいるので、鍵の管理などは安心です。「独立した施設だと自分たちの好きなように使えるので、いいかもしれませんが、それぞれに会議室や倉庫が必要です。ここでは、会議室や倉庫が共用できるので、とても助かっています」と話す大木さん。「施設の管理を気にしないで、福祉村の事業に集中できるのは、ありがたいです」と複合施設の魅力を語ります。

　「一番大切なのは、それぞれの団体が一つ屋根の下でうまくやっていくこと。近所付き合いと同じように、お互い気まずくなるといけないじゃない。気楽に声を掛け合える関係を続けていきたいわよね」と笑顔を見せます。

　11月14日・15日には同センターで、「ふれ愛・なぎさ祭り」がありました。フラダンスや太極拳の発表のほか、音楽サークルの演奏、折り紙体験教室などがあり、福祉・スポーツ・文化団体が集まる、複合施設ならではのイベントです。


[image: 折り紙で交流を深める大木さん（左）]

折り紙で交流を深める大木さん（左）



気軽に立ち寄って

　花水地区町内福祉村は平成11年度に、市内2番目の町内福祉村として開設しました。当時は週2回、相談会を開いていました。

　「相談が来るのを待つのではなく、気軽に立ち寄れる場所をつくろう」と、平成17年ごろから、サロンを開いています。今では、折り紙や編み物、音楽、囲碁など、さまざまなサロンを月1～2回、定期的に開いています。

　福祉村の利用者には、同センター内のデイサービスを利用している方もいます。入浴やマッサージの後に、福祉村に立ち寄り、おしゃべりして帰ります。「私は外出できるけど、近所に住む方は外に出られないみたい」など、日頃の雑談の中から、地域の情報を得られることもあります。情報を基に福祉村では、日常生活で困っている人を、必要な支援機関へつないだこともありました。

　「さまざまな機能が集まった、なぎさふれあいセンターを拠点に、交流の輪が広がれば、地域が明るくなりますね」と大木さんはほほ笑みます。
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地上3階、地下1階。南図書館のほか、福祉関連の機能などが充実しています。





年末年始のごみはお早めに


　年末はごみの量が多くなります。ごみの中には、分ければ資源になる紙やペットボトル、容器包装プラスチックなどが多く含まれています。再生して活用できるよう、きちんと分別して出しましょう。段ボール箱は資源再生物の古紙類です。ごみ出しの容器にしないでください。

　10月から剪定（せんてい）枝の収集が予約制になりました。詳しくは、お問い合わせください。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796














応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、12月7日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


特別支援学級の介助員


　市立の幼稚園や小・中学校の特別支援学級などで子どもたちを介助します。市内在住の20〜65歳の方。面接は平成28年1月9日（土）。1年間の登録制です。

募：市販の履歴書に写真を貼り、本人が直接、平成27年12月4日（金）～18日（金）に、浅間町4-39子ども教育相談センター　電話：0463-36-6012へ。




子育て支援講座


　怒鳴らなくても伝わるコミュニケーションの方法を学び、子育てに生かしませんか。

　平成28年1月15日～3月18日の金曜日、各全6回、①午前10時～正午②午後1時30分～3時30分。保健センター。市内在住で全ての日程に参加できる3歳以上小学生以下の子どもがいる方、各8人（先着順）。保育もあります。

募：電話で、こども家庭課　電話：0463-21-9843へ。





ガイドと巡る文化資源


　「中原御殿跡周辺の史跡」を巡ります。

　12月20日（日）午前9時30分～午後0時30分。約2・5キロメートル。荒天中止。神奈中「中原上宿」バス停に集合し、神奈中「南原土手」バス停で解散。300円、中学生以下は無料です。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、12月13日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。





みんなで楽しもうかい


　市内の外国人の方と交流を深めます。世界の料理や音楽、民族衣装のファッションショーなどを楽しみませんか。

　12月13日（日）午後1時～4時。青少年会館。200人（先着順）。1000円・小学生500円。

募：直接、松原分庁舎1階の文化・交流課　電話：0463-25-2520へ。




商店街で星座絵をたどろう


　博物館長の案内で、駅前商店街の歩道に埋め込まれたタイルの星座絵をたどります。

　12月20日（日）午前10時～正午。約3.5キロメートル。荒天中止。市民プラザ集合。15人（先着順）。

募：電話で、商業観光課　電話：0463-35-8107へ。





図書館でボランティアをしませんか


　12月25日（金）午後2時～4時、平成28年1月4日（月）〜6日（水）、午前9時30分～11時30分・午後2時～4時の全7回。中央図書館。市内在住・在学の中学生・高校生で、12月25日（金）午前9時～11時30分に中央図書館で開く説明会と、日程の2回以上参加できる方10人（抽選）。過去に経験した方は、定員に関係なく参加できます。

募：各図書館や図書館ウェブにある申込書を、直接、12月13日（日）までに、中央図書館　電話：0463-31-0415へ。








[image: 平塚食本が発売中]



　人気グルメガイドブックのぴあ食本シリーズから「平塚食本」が出ました。市内の名店や地産地消のお店など、飲食店165軒を掲載しています。市内の書店・コンビニエンスストアなどで販売しています。950円（税込）。

問：企画政策課　電話：0463-21-8797
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市の職員数・給与などの状況



　人事行政の透明性を高め、公平性を確保するために、職員数や給与・手当など、市の人事行政の運営状況をお知らせします。引き続き、適正な人員配置と人件費の抑制、職員の資質向上に努めていきます。
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①職員数　前年より26人増え、2,370人に


　平成27年4月1日現在の職員数は2,370人で、業務量の増加などにともない、前年に比べ26人増えました。増加の内訳は、病院などの公営企業等会計部門で13人、一般行政部門で7人、教育・消防の特別行政部門で6人です。また、市民1万人当たりの職員数は92人になりました。





②給与などの状況　人件費率は前年比でほぼ横ばい


1　人件費

　市の会計のうち、病院企業会計などを除いた平成26年度普通会計決算では148億1,700万円です。特別職に支給する給与・報酬なども含みます。人件費率は前年に比べ、約0.2ポイント増加しました。







2　職員給与費

　職員に支給する給与の総額です。職員手当には、退職手当を含みません。平成26年度普通会計決算では113億7,268万円で、平成26年4月1日現在の普通会計の職員数1,757人で計算しました。












3　平均給料月額と平均年齢

　平成27年4月1日現在の平均です。








4　初任給の状況

　平成27年4月1日現在の状況です。







③各種手当の状況


　民間企業のボーナスなどに相当する「期末手当・勤勉手当」、全国各地の民間企業の賃金や物価などを考慮して支給する「地域手当」、危険な業務や困難な業務などに支給する「特殊勤務手当」、退職時に支給する「退職手当」、勤務時間を超えて勤務したときに支給する「時間外勤務手当」などのほか、「扶養手当」などがあります。




1　期末・勤勉手当（平成26年度実績）







2　退職手当（平成26年度実績）

　職員1人当たり平均支給額は、平成26年度に退職した職員に支給した平均額です。国家公務員は、平成26年度中に退職手当の支給率を変更しました。上段が平成26年6月30日まで、下段が7月1日以降の支給率です。






④特別職の給与と報酬


　平成26年4月1日〜平成27年4月29日まで、市長は給料月額の20％、副市長は給料月額の10％を減額しています。平成27年4月1日現在の状況は次のとおりです。







⑤勤務成績評価制度


　職務で発揮する職員の能力評価については、人事評価制度があります。日常の勤務状況を通じて、職員の能力・適性などを把握し評価します。その結果をもとに職員の能力開発や育成を行い、人事管理上の昇任、適正な配置などに活用します。






お知らせ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


世界一行きたい科学広場


　子どもから大人までが楽しめる実験ショーや実験教室などを体験できます。平成28年3月9日（水）に起こる日食も説明します。

　平成27年12月13日（日）午前11時～午後4時。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。

問：東海大学チャレンジセンター　電話：0463-58-1211内線2662




親子で楽しむ防災広場


　防災科学の実験など親子で楽しめるイベントが盛りだくさんです。はしご車や起震車もやってきます。

　12月13日（日）午前11時～午後4時。東海大学湘南キャンパス。

問：東海大学To-Collabo（トコラボ）推進室　電話：0463-50-2406




クリスマスビーチフェスタ


　湘南ベルマーレひらつかビーチパークby shonanzoen（高浜台33-1）で、すてきなクリスマスを過ごしませんか。

イルミネーション点灯　12月19日（土）・20日（日）・23日（祝）、午後4時30分～9時。

乗馬体験　20日午前10時～午後3時。30分3000円。

各種ビーチスポーツ大会　23日。

問：湘南ひらつかビーチセンター　電話：0463-23-4781



[image: 動画を見る]





湘南ひらつかふれあいマーケット朝市


　地元産の野菜や魚、名産品などを販売します。ダンベル体操もします。

　12月20日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。





譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けています。詳しくは市ウェブで確認できます。

譲ります　ひな人形・介護用ベッド・照明器具など。

譲ってください　婦人用自転車（24インチ）。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301







健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



臨時歯科衛生士を募集


　幼児の健診・相談などの母子保健業務をします。

　歯科衛生士の資格があり、臨床経験が3年以上ある方、数人（選考）。1日3～6時間で、月12日以内。保健センター。時給1290円。採用は平成28年1月以降です。

募：事前に電話連絡の上、市販の履歴書に資格証の写しを添えて、郵送または直接、12月17日（木）までに、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。




訪問型の家族介護教室


　介護のことで困っていることはありませんか。専門のスタッフが自宅に訪問し、ベッドから車いすへの移乗方法や食事のことなど、1時間ほど介護の悩みを聞きます。

　市内在住の高齢者を介護している家族。訪問日程は都合に合わせて調整します。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。




福祉事務所の展示即売会


　12月3日（木）～9日（水）は障がい者週間です。障がい福祉事業所の製品の展示即売会や写真展をします。

　12月8日（火）～11日（金）、午前9時〜午後5時。本館1階多目的スペース。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774


[image: 福祉事務所の展示即売会]

手作りのお弁当なども販売します


体力づくりをしませんか


　誰もが簡単にできるご当地体操などで、体を動かします。

　午後1時30分～3時。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

くすの木体操講習会　12月18日（金）。金田公民館（入野108-1）。

健康づくり教室　21日（月）。大原公民館（大原1-15）。

問：健康課　電話：0463-55-2111




パソコン要約筆記者の養成講習会


　耳の不自由な方に、音声の情報を文字で伝える方法を学びます。

　平成28年1月14日～3月10日の木曜日、全8回、午後1時～3時。中央公民館。市内在住・在勤・在学の18歳以上でパソコンのブラインドタッチができる方10人（先着順）。ノートパソコン・筆記用具。500円。

募：電話で、障がい福祉課　電話：0463-21-8774へ。




健康チャレンジ学習型教室


　運動機能などを向上させる学習型の教室を開いています。楽しみながら健康な体づくりをしませんか。

　全7回。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。先着順。室内用運動靴・飲み物。動きやすい服装でお越しください。定員に達しない場合は中止します。

　①平成28年1月12日～2月23日の火曜日、午前9時～10時30分。神奈中スイミング平塚（宝町10-4）。20人②1月13日～3月2日の水曜日、午後1時30分～3時。須賀公民館（夕陽ケ丘60-32）。15人。タオル。

募：電話で、①は平成27年12月7日（月）午前10時から、神奈中スイミング平塚　電話：0463-23-5261②は同日の午前9時から、訪問医療しんきゅうマッサージそう　電話：0463-67-1790へ。








まちづくり探偵団



　昔の街並みの写真を基に市内を歩きながら、現在の場所を探し出します。過去と現在の街の移り変わりを認識し、まちづくりを学びます。

　平成28年1月30日（土）午後1時～3時30分。教育会館集合・解散。市内在住の小学校3～6年生と保護者20組（抽選・小学生だけでは参加できません）。

募：全員の必要事項・学年を、ファクス・メールで、1月12日（火）までに、まちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：21-9769　メール：machi-s@へ。




[image: 昭和34年、開設当時の平塚駅西口]

昭和34年、開設当時の平塚駅西口





プールで健康づくり教室



　①平成28年1月12日～3月1日の火曜日②1月14日～3月10日の木曜日、各全8回、午前9時30分～11時（初回は8時40分から）。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。市内在住の60歳以上の方、各25人（先着順・初心者を優先）。水着・水泳帽・タオル。1回100円。

募：電話または直接、南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。



[image: プールで健康づくり教室]

水の中で体を動かしましょう。





[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


海外からの当選通知に注意

　「突然、『あなたは1億円の賞金を受け取る権利を獲得しました。手続きには同封の書類に署名し、手数料3,000円を定額小為替で送金するか、クレジットカード情報を記入して送金してください』と書かれた封書が海外から届いた。申し込んでもいないのに不審だ」といった相談が寄せられています。

　これは、不特定多数の人にダイレクトメールを送り付け、あたかも賞金が当たったかのように誤解をさせ、手数料などの名目でお金をだまし取る詐欺の手口です。書類を送り返すと、個人情報を相手に教えてしまうことになります。また、クレジットカードから、定期的に手数料を引き落とされる恐れもあります。

海外宝くじの日本国内での販売や取り次ぎは禁止されており、受け取ると消費者も違法性を問われる可能性があります。そもそも、申し込みをしたことがないのに当選することはありません。

　うまい話には乗らず、絶対に手を出さないようにしましょう。一度申し込んでしまうと同様のダイレクトメールが大量に送られてくる場合もあります。お気軽に消費生活センターに相談してください。





[image: 海外からの当選通知に注意]




HANDSIGN（ハンドサイン）手話ダンス教室



　ダンスに手話を取り入れたパフォーマンスで活躍する5人グループ「HANDSIGN」が、手話とストリートダンスを融合させた「手話ダンス」を教えます。

　HANDSIGNは平塚市を拠点に活動し、米国ニューヨークの舞台で活躍しました。帰国後、手話とダンスの普及に貢献しています。

　平成28年1月6日～3月23日の水曜日、全8回、午後6時～8時。トッケイセキュリティ平塚総合体育館、最終日は中央公民館。全ての日程に参加できる小学生以上の方40人（抽選、市内在住・在勤・在学の方を優先）。

募：必要事項・ファクス番号・性別・年齢・障がいの有無を、ファクス・メールで、平成27年12月18日（金）までに、スポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：handsign@へ。



[image: HANDSIGN手話ダンス教室]

水の中で体を動かしましょう。





スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



ジュニアテニススクール


　①平成28年1月7日～3月31日の木曜日②1月8日～3月25日の金曜日、各全11回、午後3時45分～4時35分。桃浜町庭球場。小学校1～3年生、各16人（先着順）。各1万4850円。

募：希望コース・必要事項・生年月日・学年を、はがきまたは直接、〒254-0815桃浜町34-18の桃浜町庭球場　電話：0463-31-7971へ。





スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進のため、まちづくり財団はスポーツ教室を開いています。

　会場は①②がひらつかサン・ライフアリーナ③が総合公園テニスコート④～⑯がトッケイセキュリティ平塚総合体育館。抽選。

①女性フットサル　平成28年1月21日～3月3日の木曜日、全6回、午後7時15分～8時45分。40人。3080円。

②バドミントン　1月12日～3月15日の火曜日、全10回、午前9時30分～正午。60人。4620円。

③テニススクール　1月14日～3月31日の水・木・金曜日、全11回。各15人。デー（A・B）1万6450円、ジュニア（J）1万3370円、ナイター（N）1万9540円。J1は小学校1・2年生、J2は小学校3・4年生、J3は小学校5・6年生と中学生。


[image: テニススクール予定表]




④真向（まっこう）法体操　1月16日～3月26日の土曜日、全9回、午前9時20分～10時50分。50人。5140円。

⑤さわやかエアロビクス　1月9日～3月12日の土曜日、全8回、午前9時30分～11時。初めての方は65歳まで、100人。3080円。

⑥すっきり・のびのび体操　1月13日～3月23日の水曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。80人。3590円。

⑦フィットネス　1月14日～3月15日の火・木曜日、全16回、コース1は午前9時25分～10時55分、コース2は午前11時5分～午後0時35分。初めての方は60歳まで、各250人。4620円。

⑧ウイークエンド・ヨガ　1月16日～3月12日の土曜日、全8回、午前11時10分～午後0時40分。70人。3080円。

⑨楽らくヨガ　1月14日～3月24日の木曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。75人。3900円。

⑩火曜ストレッチ体操　1月19日～3月29日の火曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4110円。

⑪水曜ストレッチ体操　1月20日～3月23日の水曜日、全10回、午前11時10分～午後0時25分。40歳以上の方120人。4110円。

⑫金曜ストレッチ体操　1月8日～3月18日の金曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4110円。

⑬楽しいフラダンス　1月19日～3月8日の火曜日、全8回、午後1時20分～2時50分。75人。4110円。

⑭いきいき若返り体操　1月15日～3月4日の金曜日、全8回、午前9時15分～10時30分。60人。3080円。

⑮ゆっくりエアロビクス　1月13日～3月9日の水曜日、全8回、コース1は午前9時30分～11時、コース2は午後1時30分～3時。初めての方は65歳まで、各100人。3080円。

⑯金曜エクササイズ　1月15日～3月4日の金曜日、全8回、午前10時45分～正午。70人。5140円。

募：教室名（③⑦⑮はコースも）・必要事項・年齢を、はがきで、平成27年12月15日（火）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。





体育館を個人開放します


　市内在住・在勤・在学の方。小学校3年生以下と、午後6時以降の中学生以下の利用は保護者同伴。本人確認ができる運転免許証など。室内用運動靴・運動用具。

みずほ小学校（北金目2-39-1）　12月12日・19日、平成28年1月16日・23日の土曜日、午後1時～4時。卓球・バドミントンなど。

中原中学校（御殿4-5-1）　平成27年12月10日、平成28年1月14日の木曜日、午後7時～9時。バドミントン・バスケットボールなど。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060




ひらつかサン・ライフアリーナの無料一般利用


　体育館を無料で開放します（次写真）。

　12月8日（火）午前9時～午後5時。卓球10台・バドミントン2面（当日先着順）。運動用具。

問：馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011

[image: 体育館の一般開放]




シンクロを体験しませんか


　コーチによる指導を受けながら、シンクロナイズドスイミングを体験できる貴重な機会です。

　平成28年1月11日（祝）午後2時～4時。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。クロール・背泳ぎ・平泳ぎの全てで25メートル以上泳げる小学校4年生以上の方50人（先着順）。400円、小・中学生200円。

募：電話で、総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。






[image: みんなの力]

市民コレクションがそろいます


　12月5日（土）から美術館で開く「サラリーマンコレクターの知られざる名品　わの会展」。あーと・わの会ではサラリーマンをはじめ、さまざまな職種の会員が、美術品を収集・研究しています。今回、公立美術館として初めて同会のコレクション149点を展示します。

　プロジェクトリーダーの平園さんは市内在住の医師です。収集した絵画の作者を、全国の美術館に問い合わせて特定したことがきっかけで、無名の作品をもっと世に広めたいと美術品の収集を始めました。今では絵画や彫刻などおよそ300点を所蔵しています。

　初の展示に「無名かもしれないが、良品を多く展示します。市民コレクターの熱意で価値を見出した作品をじっくり鑑賞してください」と意気込みます。同展は平成28年2月7日（日）まで開いています。




[image: 平園賢一さん]






全日本大学サッカー選手権大会



　全国の大学が日本一を目指して全力で戦います。

　2回戦目12月10日（木）、第1試合は午前11時、第2試合は午後1時30分。準決勝は16日（水）午後1時、試合開始。Shonan BMWスタジアム平塚。チケットはチケットぴあなどで販売。一般1,000円、前売り800円。高校生以下は無料。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



[image: 全日本大学サッカー選手権大会]
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市民相談

市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時。8月は水曜日のみ。





◇行政（予約制）

12月7日（月）午後1時～4時






◇税務（予約制）

12月25日（金）午後1時～4時






◇登記・供託（予約制）（予約制）

12月11日（金）午後1時～4時






◇測量・境界（予約制）

12月11日（金）午後1時～4時







◇多重債務（予約制）

12月8日（火）・22日（火）午後1時～4時






◇年金・社会保険・労災

12月8日（火）午後1時～4時






◇不動産（予約制）

12月18日（金）午後1時～4時






◇分譲マンション管理

12月28日（月）午後1時～4時






◇住宅（新・改築）

12月15日（火）午後1時～4時






◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時










人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

12月15日（火）・平成28年1月5日（火）　午後1時～3時









女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時











健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

12月16日（水） 午後1時～3時









福祉総合相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








くらしサポート相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8113




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時








65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時









ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

12月21日（月）午後1時～4時





◇就労支援（予約制・先着4人・1人50分）

12月9日（水）・24日（水）、午後1時～4時50分









社会福祉協議会

栗原ホーム　電話：0463-33-6060




◇法律（予約制）

12月8日（火）・平成28年1月12日（火）午後1時～4時








こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子・父子相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時








子育て支援センター

豊田分庁舎　電話：0463-34-9076　FAX：31-1114




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時








こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33−7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。









[image: ヒラツカルチャー]




博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 7·14·21·28～1月4日



■足もとの星座たち　商店街の絵タイルを歩こう展

　12月24日（木）まで。寄贈品コーナー。







■ポスト特別展　後世に残したい相模川流域の地球遺産

　12月12日（土）から。情報コーナー。






■体験学習　お飾りを作ろう

　12月20日（日）午後1時～4時。講堂。30人（抽選）。

募：行事名・必要事項を、往復はがきで、12月10日（木）までに、博物館へ。








■天文連続講座　系外惑星20年

④生命の徴候（ちょうこう）を求めて　12月13日（日）午後3時30分～5時。講堂。








■星を見る会　月面Xを見よう

　12月18日（金）午後7時～8時30分。科学教室・屋上。








■プラネタリウム投影

　上映中の入退場はできません。70人（当日先着順）。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料です。

☆2016年の天文現象　12月5日（土）～平成28年1月31日（日）までの土・日曜日と1月6日（水）・7日（木）、午前11時と午後2時。

　平成27年12月12日・26日、平成28年1月9日・23日の土曜日は午前11時から、幼児向け投影「だれが　おひさま　かくしたの？」を上映します。

☆星空と音楽の夕べ　12月13日（日）午後4時。

☆夕凪（ゆうなぎ）の街・桜の国　広島の原爆を扱った、こうの史代さん原作の同名コミックの映像番組です。12月20日（日）午後3時30分。

☆館長の星空解説　いつもの星空・冬　走る地球　12月26日（土）午後3時30分。








■ろばたばなし

　12月20日（日）午後1時20分と3時。1階展示室相模の家。








■考古学入門講座　平塚の城と合戦

③小田原北条氏の興亡　12月26日（土）午後3時～4時30分。講堂。





[image: DelSole クリスマスコンサート]


　12月25日（金）午後2時と7時。プラネタリウム室。各60人（先着順）。200円（18歳未満の方と65歳以上の方は無料です）。

　電話で、12月4日（金）午前10時から、博物館　電話：0463-33-5111へ。


[image: クリスマスコンサート]

バイオリンとドラム・パーカッションで奏でる音楽をお楽しみください






まちづくり財団

〒254‒0045見附町15‒1（市民センター内の文化事業課）

募：電話：0463-32‒2237　FAX：32‒2240






■モーニング囲碁入門教室

　囲碁を始めませんか。

　平成28年1月7日～3月24日の木曜日、全12回、午前10時～正午。市民センター。囲碁を全く知らず、日程の6割以上に参加できる方20人（先着順）。5000円、高校生以下2500円。

募：電話で、文化事業課へ。






■地域対抗囲碁大会

　リーグ戦形式の団体戦です。

　平成28年1月24日（日）午前10時20分開始。平塚ラスカ6階ラスカホール（宝町1-1）。各地区公民館単位で、その地域に在住の方ら。有段者4人・級位者4人・高校生以下で4級以下の方2人の10人編成。1人2000円、高校生以下1000円。

募：文化事業課や財団ウェブにある参加申込書に参加費を添えて、直接、1月7日（木）までに、同課へ。
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美術館

〒254‒0073西八幡1‒3‒3

電話：0463-35‒2111　FAX：35‒2741

休館日 7·14·21·28～1月4日






■サラリーマンコレクターの知られざる名品　わの会展

　12月5日（土）～平成28年2月7日（日）。一般200円、高校生・大学生100円。

学芸員によるギャラリートーク　平成27年12月12日（土）午後2時～2時30分。要観覧券。







■ワークショップ　エッチング＆アクアチントに挑戦

　銅板に好きな絵を彫ります。

　平成28年1月17日・31日の日曜日、全2回、午後1時30分～4時30分。中学生以上の方16人（抽選）。1300円。

募：講座名・実施日時・参加者全員の必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、平成27年12月3日（木）～24日（木）に、美術館　メール：art-muse@へ。メールでの応募はタイトルを「ワークショップ応募」に。





■ロビー展　前田哲明の彫刻

　12月5日（土）～平成28年4月10日（日）。

作家によるギャラリートーク

　平成27年12月5日（土）午後2時～3時。





■市民アートギャラリー

　12月8日（火）～13日（日）尾﨑（おざき）俊雄展。15日（火）～20日（日）日本画なでしこ会展。








中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 7·14·21·28～1月4日






■中央図書館　こども人形劇　てぶくろを買いに

　12月25日（金）午前11時と午後2時30分。中央図書館3階ホール。各100人（当日先着順）。整理券を当日午前9時から、1階こども室で配ります。






■中央図書館の特集展示　中学生・高校生に読んでほしい、読んでおけばよかった本

　12月27日（日）まで。1階ホール・2階貸出室。






■ブックスタート

　市内在住の1歳未満の子どもと保護者。午前10時～11時30分。

　①12月6日（日）中央図書館②9日（水）南図書館（袖ケ浜20-1）③平成28年1月17日（日）中央図書館④27日（水）西図書館（山下760-3）。

　平成27年12月～28年3月の開館日の木曜日、午前10時～11時30分に、中央図書館1階こども室でも開いています。

募：電話または図書館ウェブで、中央図書館へ。






■中央図書館　映画会

　日曜日、午後2時。3階ホール。

　12月6日〔子ども映画会〕スノーマン（アニメ）。13日〔子ども映画会〕アンデルセン名作童話集2（アニメ）。20日〔一般映画会〕地獄門（実写）。27日〔子ども映画会〕まんが世界昔ばなし（アニメ）。







■クリスマスこども映画会　サンタさんは大いそがしなど

　12月25